
 

 

 

よろしくお願いします 

 このたびの人事異動で西有家中学校にお世話に 

なることになりました本多洋二(ほんだようじ) 

です。西有家中学校は、私の母校です。母校に 

勤務することができることに喜びを感じています。 

わが母校の子どもたちのために全力で頑張って 

いきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

 さて、令和４年度の西有家中学校は、次のこ 

とについて努力してまいります。 

 

 

 

                          

＜学校スローガン＞ 

「殻を破れ！一歩前へ」 

 

☆こんな子どもに･････ 

  

 

 

 

 

 

                      

                     

                     

 

 

 

学校だより    学校スローガン「殻を破れ！一歩前へ」 

西有家中Ｎｏ１ 
 

令和４年 ４月１２日 

南島原市立西有家中学校

校長 本 多 洋 二 

「昨日より今日、今日より明日輝く生徒」 

・自ら学び、主体的に行動する生徒『知』 

・礼儀正しく、思いやりのある生徒『徳』 

・心身ともに健康で、自らを高めようとする生徒『体』 

私たち職員一同、それぞれの持ち

味を生かして、それぞれの職責を果

たしていきたいと思っています。 

  しかしながら、子どもの教育は、

学校だけではできないことは、皆さ

んご存知のとおりです。保護者の皆

様、地域の皆様と手を携えて、子ど

もの将来のため、夢の実現のために 

 日々の教育に力を注ぎたいと考えて

います。 

  ご理解とご協力をよろしくお願い

します。 

 令和４度、西有家中学校に１１名の

職員が新たに転入しました。 

 

令和４年度 職員です。 

校 長  本多 洋二（愛野中から） 

教 頭  宮﨑 秀二（市教委から） 

＜１年職員＞ 

学年主任 永田 有喜子（深江中から） 

１組担任 永田 有喜子 

２組担任 高木 康子 

副 担 任 髙橋 朋宏（布津中から） 

副 担 任 内田 信也（南有馬中から） 

 

＜２年職員＞ 

学年主任 松尾 美穂（加津佐中から） 

１組担任 古川 周子 

２組担任 中尾 瑞穂（布津中から） 

（裏面に続く） 

 

<<学校教育目標>> 

「豊かな心と志を持ち、主体的に学ぶ生徒の育成」 

            

 

「「殻を破れ！一歩前へ」を合言葉に、「昨日より今日、

今日より明日輝く生徒」の育成を目指して、全職員一

致団結、協働して取り組みます。 

このことは、人と比べるのではなく、昨日の自分よ

り今日の自分、今日の自分より明日の自分、と自分自

身を比べて、少しでも成長している自分になって欲し

いという願いを込めています。 
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                           自分の考えや人の受け売りです。 気軽にお読みください。

い。 

 

４組担任 岩永 典子 

５組担任 柴田 貴子 

副 担 任 田中 誠司 

 

＜３年職員＞ 

学年主任 濱部 理恵 

１組担任 横田 尚広 

２組担任 濱部 理恵 

副 担 任 池田 美穂（北有馬中から） 

副 担 任 伊藤 克司（口之津中から） 

 

＜専門職員＞ 

養護教諭 菅 菜保子 

事務主任 辻 郁実 

用 務 員 金子 衣子（有馬小から） 

特別支援教育助手 近藤 ますみ  

スクールカウンセラー 鴨川 仁人 

学校支援員 宮本 珠枝 

教育相談員 松嶋 美津代（新規任用） 

Ａ Ｌ Ｔ マルコ・メッサ 

    

４月の主な行事 

                    

１２日（火） 学級委員任命式・礼法指導 

１３日（水） 尿検査・中央委員会  

１４日（木） 尿検査・地区生徒会、生徒集会 

１年心電図検査 13:30～ 

１５日（金） 部活動紹介・歓迎遠足  

１８日（月） 教育相談（１年）～２５日 

１９日（火） 全国学力調査（３年国、数、理）  

       県学力調査（２年国、数） 

２０日（水） 県学力調査（３年英） 

２２日（金） ブロック結団式 

２６日（火） 尿検査予備日 

２７日（水） 生徒総会学級討議 

  

「素質を見抜く」 

素質があるかどうか、それを見抜ける人はほとんどいません。大切なのは、子どもたち一

人ひとりのどこに、どんな可能性があるのか、自信と勇気を与えることです。それが親や教

職員の役目ですね。子どもたちは、無限の可能性があります。将来はどうなるか分かりませ

ん。可能性を信じ、伸ばしたいものです。 

○元プロ野球選手の落合博満氏 

 高校時代は全くの無名選手。大学も半年で中退。東芝府中に入社し、ドラフト３位でロッテに入団。

当時の監督から「この打ち方ではプロでは通用しない」と言われ、二軍へ。諦めず頑張って、３年後

は、最年少の２８歳で三冠王となった。 

○サッカーの三浦知良選手 

 今でこそ日本サッカー界をリードしてきた大選手だが高一の時ブラジル行きを報告に行ったら

「99％プロは無理」と言われた。しかし、諦めず努力し、見事一流選手になったのである。 

５０歳を超えた今でも現役選手として活躍している。 

○発明の王エジソン氏 

 小学校１年の時、成績はクラスでビリ、先生から「おまえの脳は腐っている」と言われ、泣きなが

ら帰った。僅か３ヶ月で退学した。その後、母親が優しく勉強や読書の学びを教えた。大人になって

から１３００件以上の発明をしている。 

 

 


